























































School of Commerce 
 

















 振り返って、このような「情報機器を活用して 1 人で自宅で事業を行う」事業者を、以




 筆者は、企業家研究の一環として、このような個人で小規模な事業を起業する SOHO 事
業者・ワーカーに 1990 年代終わりから着目し、SOHO 事業者および SOHO として開業し
ようとする者への支援のため、1998 年に任意団体 SOHO シンクタンクの設立に参加した。





ため、SOHO シンクタンクのミッションは達成されたものと理解し、2018 年 3 月 31 日を
－ 2 － 
もって特定非営利活動法人 SOHO シンクタンクを解散した。 
 本論は、SOHO シンクタンクの解散前に、任意団体設立から 20 年を記念して、1990 年
















SOHO という言葉が生まれて久しいが、IT の普及と技術革新により SOHO を取り巻く環
境もかなり変化してきた。そこで、SOHO 事業の実態について過去と現在を比較しながら、
SOHO の変遷と今後の可能性について社会に提言したいと考える。 





■日時： 2016 年 6 月 11 日（土曜日） 15:00～17:00 
 
■場所： 東京都千代田区神田神保町 3-8 
専修大学 神田校舎 7 号館 7 階 774 号室 














司会：特定非営利活動法人 SOHO シンクタンク 代表 久保京子 
オブザーバー：特定非営利活動法人 SOHO シンクタンク 理事 鹿住倫世（専修大学） 
 
2.2 SOHO リーダーのこれまでの活動（SOHO の過去～） 
 出席してくれた SOHO リーダーは、1990 年代後半から SOHO 事業者として活躍したり、
SOHO 事業者への仕事の仲介など、SOHO 事業者をサポートしてきた人たちである。そこ
で座談会の始めに、各 SOHO リーダーからこれまでの活動について語ってもらった。 
 
 
(1) 在宅ワーカー支援 ― 株式会社キャリア・マム 





                                                          
1 出席者の肩書は、すべて座談会当時のものである。 



























図１ キャリア・マム お仕事カフェ 























































ク総合支援事業」が展開されている。2015 年度のセミナー参加者は約 1,200 名、2016 年度





 現在、在宅ワーカーの支援活動する中で一番の障壁となっているのは、2005 年 4 月に全
面施行された「個人情報の保護に関する法律」（個人情報保護法）だと堤氏は言う。個人情



















(2) 女性 SOHO のための情報発信 ― W-SOHO 
農と食女性協会 代表 伊藤 淳子 氏 
 
＜概要＞ 






 伊藤氏は 1970 年代からフリーランスとして女性誌の企画制作、編集の仕事に携わり、
1988 年に株式会社エイガアルを設立した。エイガアルの主な業務は女性誌の企画制作だっ











表）とともに『WOMEN'S SOHO YELLOW PAGE （W-SOHO イエローページ）'97』（W-














藤氏はその後も『Digital Key Women Best50 in 2003 ― 感性と技術が調和する女性リーダー
名鑑 』(エイガアル 2003)、『女性起業家・リーダー名鑑 ―108 人の 108 以上の仕事』（日
本地域社会研究所 2010）など、SOHO や女性起業家として活躍している女性たちをレポー
                                                          
2 伊藤純子氏の話による。 
3 伊藤純子氏の話による。 












 1997 年からスタートした W-SOHO は、こうして集まってきた女性たちに対して会員登
録や会費を課金するといったことは行わずに運営された。「ボラスタ」というボランティア





 当時のサーバー代は月 60 万円を超え、費用的には厳しい状況だったが、個人では手に入
れることのできない作業環境を提供することで、さまざまなスキルを持った参加メンバー
                                                          
4 伊藤純子氏の話による。 








◆ネットワークとしての W-SOHO の収束 
 伊藤氏は W-SOHO のメンバーの中から、頭角を現してきたり、プロになったりした女性
たちを W-SOHO のお姉さん版ということでさらにネットワークを作った。「W-SOHO リー
ダースリンク」（通称リーダース）という 1,000 人程度のメーリングリストだったが5、その
ネットワークもメンバーたちがプロとして成長していくにつれ活動が低迷していったとい









(3) SOHO クリエーター支援 ― アトリエコスモス SOHO 情報局 
フヨー工業株式会社 常務取締役/デザイナー 鋤柄 よし子 氏 
 
＜概要＞ 
自ら SOHO としてイラストやデザインを手がけてきた鋤柄よし子氏は、1990 年代後半
に SOHO 支援活動に乗り出した。支援活動はリーマンショックを契機に幕を閉じることと
なったが、ご自身は何歳になっても SOHO として、また SOHO たちとのつながりを保って
                                                          
5 伊藤純子氏の話による。 
6 伊藤純子氏の話による。 





立し、SOHO 支援を始めたのは 1997 年のことだ。自らも個人事業主として自宅でイラスト
とデザインの仕事を手がけていた鋤柄氏は、当時、SOHO という言葉がアメリカから上陸
し、日本でも注目され始めたことから SOHO 支援活動に着手する。伊藤淳子氏とともに出
版した『WOMEN’S SOHO YELLOW PAGE ‛97』に対する反響は予想外に大きかった。鋤柄
氏はその後開催された SOHO イベントの直後に「アトリエコスモス SOHO 情報局」という
クリエーター支援のためのサイトを開設した。 
















































－ 13 － 
(4) ビジネスプラットフォーム環境の整備・構築 
非営利型まちづくり株式会社地域協働推進機構 代表取締役 藤倉 潤一郎 氏 
 
＜概要＞ 










いう。ASP や SaaS のような新しいアプリケーションソフトを提供するサービスを開発す
る組合員などもいて、最初は 32 組合員のうち 3 分の 1 ぐらいはそういった事業型、ベン
チャー型だった。 



















 藤倉氏の活動は、年間約 1 億 7000 万円の赤字だった施設をまちづくりの拠点に切り替












◆この 20 年間における SOHO 社会の変化と課題 
 藤倉氏は活動を始めた当初から、デジタルワーカーを中心とした SOHO を見てきた。し
かし現在では、デジタルを使わない仕事がほとんどないような世の中になり、工業から農
業まで幅広い分野の人たちが IT を使いながらいろいろなコラボレーションを始めた。 
 また、D-ONE の頃は比較的若手の SOHO が多かったが、現在行っている新規事業では
プチ起業や身の丈起業をしている女性、アクティブシニア、副業や W ワーカーをするサラ
リーマンなども多く、支援対象とする SOHO の雰囲気もだいぶ変わってきたと藤倉氏は言





出典：経済産業省ウェブサイト（http://www.meti.go.jp/policy/local_economy/sbcb/）（2017 年 2 月 8 日
確認） 
－ 15 － 
う。 










として事業をやってきた SOHO たちの仕事が、一般の人たちや IT に代替されるというよ
うなことが、いろいろな領域で起こり始めているのではないかと藤倉氏は言う。 














 福田氏の起業家支援活動の原点は、中国電力株式会社が 2001 年に開設した SOHO 国泰
寺倶楽部だ。SOHO 国泰寺倶楽部は、中国電力の旧独身寮を事務所仕様に改装したインキュ
ベーション施設である。これから事業を始めたい、小規模で始めた事業を本格的に稼働さ




時、中国電力に勤務していた福田氏は、SOHO 国泰寺倶楽部の IM 社内公募に手を挙げた。 
SOHO 国泰寺倶楽部が開設された時期には、1999 年の中小企業基本法8改正を受け、さま
ざまな中小企業政策が変わっていき、ニュービジネス、創業などの動きが活性化していた。















 SOHO 国泰寺倶楽部は 2014 年 6 月に閉鎖となったが、この施設を巣立っていった OB た
ちの支えによって、同年に「起業・創業サポートオフィス port.inc(ポートインク)」という
民間のインキュベーション施設がオープンした。SOHO 国泰寺倶楽部のような起業家支援
の火を消してはいけないということで、福田氏自身も IM として応援を続けている。 
                                                          





（http://www.meti.go.jp/committee/kenkyukai/chuki/npo/pdf/005_04_00.pdf）（2017 年 2 月 1 日確認） 
－ 17 － 
◆アーリーステージに特化した支援体制「新宿区立高田馬場創業支援センター」 
 その後福田氏は、SOHO 事業者や起業家の素晴らしさに感化されて、2008 年に中国電力
を早期退職し、東京へと活動の拠点を移した。東京農工大学の小金井キャンパス内に開設
されたインキュベーション施設の IM、法政大学大学院政策創造研究課修士課程などを経






















                                                          
9 新宿区産業振興基本条例：2011 年 4 月 1 日に施行された。「事業者が創意工夫及び自助努力に基づ
く事業活動を行う」「中小企業者の活力ある成長と発展を目指す」「商店街の発展と活性化を図る」
「社会経済状況の変化に適切に対処するため、創業のための環境を整備するとともに、創造力のある
産業の育成する」を 4 つの基本理念として規定している。 
出典：「新宿区産業振興基本条例」第 3 条（基本理念）より抜粋 



























                                                          
10 自営型テレワーク（在宅ワーク）とは、注文者から委託を受け、情報通信機器を活用して主として
自宅又は自宅に準じた自ら選択した場所において、成果物の作成又は役務の提供を行う就労をいう。
（厚生労働省ウェブサイト参照：2019 年 1 月 29 日確認 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ 
koyou_roudou/koyoukintou/zaitaku/index.html） 
11 テレワークとは、ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な働き方で




























SOHO とは違うのかもしれませんが、SOHO 的な部分もあると思います。何か SOHO と
                                                          
ある。（総務省ウェブサイト参照：2019 年 1 月 29 日確認 www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/ 
telework/18028_01.html） 













































                                                          
12 後日、集計分析をまとめる予定。 
13 デイサービス（通所介護）とは、要介護者が受けられる介護サービスで、利用者が施設に通って入
浴、排せつ、食事などの介護その他の機能訓練などを受けられるもの（介護保険法第 8 条）。 
－ 22 － 
クが出て来たのだと思います。自宅でパソコンを使って仕事することが少しかっこいい
イメージもあったかもしれません。 
 それで、実際に在宅ワーク支援活動を始めてみると、今の 30、40 代はパソコンを使え
る方やパソコンに対してアレルギーがない方が一定数いることが分かりました。今は、
女性の結婚年齢と第 1 子の出産年齢がついに 30 歳を超えています14。そういった状況の
中である一定のキャリアを積んできた女性たちが 30 代半ばや 40 代で第 1 子を出産し
て、同じように管理職として企業に勤められるのかというと、それも難しい。もっと言



















                                                          
14 厚生労働省「平成 28 年人口動態統計月報年計（概数）の概況」によれば、第一子の出産年齢平均
は 30.7 歳。 
15 内閣府「平成 29 年版男女共同参画白書」によれば、妊娠判明時に有職だった者のうち、出産 1 年
後も有職だった者の割合は 53.1％。座談会開催時点では、出産１年後の有職者率はさらに低かった
と思われる。 
－ 23 － 
のかといったことを教えてリーダーを育成します。 
 残念ながら、3 年目の今年はそのプログラムは外されてしまいました。教育すれば誰
















人たちは、それほど時間に余裕がなく、明日の 100 万ではなくて今日の 10 万がほしい時
があります。だから、小さいお金はすぐにでも貸してあげて、それをちゃんと返済でき
るように、事業として回収させるという融資の仕方があればいいと思います。事業計画







とそれでやってきました。小規模企業は、商業は 5 人以下、製造業は 20 人以下と定義さ










 「SOHO 白書アンケート」の結果をみると、SOHO や在宅ワークを始める時の創業資
金はほとんど 100 万円未満です。今の融資や補助金の制度は自宅でパソコン 1 台を準備













業規模が 1000 万、100 万と小さくなればなるほど生活と一体化した事業になるように思
います。むしろ厚生労働省が福祉や社会保障の側面から生業（なりわい）として考えれ
ば、一人で起業して自宅で始めるような小規模事業でも起業してくれる人がいれば失業
者が減ることには違いありません。なぜ、そこで関連省庁がお互いに It is not my business
                                                          
16 中小企業基本法による定義。 
17 平成 26 年経済センサスによる。 





























                                                          
18 家内労働法の内容については、厚生労働省ウェブサイトを参照のこと。 
https://www.mhlw.go.jp/www2/topics/seido/josei/hourei/20000401-59.htm（2019 年 1 月 31 日参照） 


























                                                          
19 役員報酬として受け取ると、所得税の対象になり、課税所得額が 330 万円超～695 万円以下なら税
































































100 万ぐらいの小さい仕事をしているのかもしれません。でも、年収 100 万の仕事を積
                                                          
20 「平均寿命」は、0 歳の者の平均余命のこと。2016 年の女性の平均寿命は 87.14 歳、男性は 80.98
歳（厚生労働省「簡易生命表」平成 29 年）。 
－ 29 － 

























3 まとめ－SOHO リーダーズ座談会から見えるもの 
 
 本座談会は、特定非営利活動法人 SOHO シンクタンクが任意団体として活動をスタート
した 1998 年前後、またはそれ以前から、SOHO 事業者として活躍し、同時に SOHO が活
動しやすい環境の整備やサポート事業を行ってきた方々に、SOHO 黎明期から現在に至る
状況をお話しいただいたものである。 





















－ 31 － 












ブル発生の状況は変わらない。厚生労働省は、2010 年 3 月に発注者が在宅ワーカーと契約
を締結する際に守るべき最低限のルールとして、2000 年に「在宅ワークの適正な実施のた
めのガイドライン」を策定し、2010 年 3 月には対象業務などを拡大してこれを改定してい
た。近年のフリーランスの増加を受けてさらにこれを改定し、2018 年 3 月に「自営型テレ
ワークの適正な実施のためのガイドライン」を策定している。 










ている SOHO 向けにデイサービスの充実などが挙げられている。あるいは、SOHO 事業者
同士の連携や交流、自宅以外の仕事場の提供や商談スペースの提供も重要な支援ニーズで
あり、そのためのコワーキングスペース等の整備が期待されている。 












伊藤淳子編（2003）『Digital Key Women Best50 in 2003 ― 感性と技術が調和する女性リー
ダー名鑑』エイガアル 2003 




内閣府（2017）『平成 29 年版 男女共同参画白書』勝美印刷 
SOHO シンクタンク編（2001）『SOHO 白書＜2001 年版＞』同友館 
SOHO シンクタンク編（2002）『SOHO 白書＜2002 年版＞』同友館 
W-SOHO 編集委員会編（1997）『WOMEN’S SOHO YELLOW PAGE ‘97』エイガアル 
